いる 夜空 も、 そのな かにと きどき 写る 青い スパ— クも _ 

…… しかし どこかから きこえて 来た 軽はずみな 口笛が 

いまの ソナタに 何回も 繰り返される モティ ィフを 吹い 

ている の をき いたと き、 私の 心が 鋭い 嫌悪に かわる の 

を、 私 は 見た。 

休憩の 時間 を 残しながら 席に 帰った 私 は、 すいた 会 

場の なかに 残って いる 女の人の 顔な ど を ぼんやり 見た 

リ しながら、 心が やっと 少しずつ 寛 解して 来たの を覚 

えていた。 しかし やがて ベルが 鳴り、 人び とが 席に 

帰って、 元のと ころへ もとの 頭が 並んで しまう と、 そ 

れも 私に はわから なくなって しまう のだった。 私の 頭 



の 白い 手が たとえ あの 上で 殺人 を 演じても、 誰 一人 叫 

び 出そうと はしないだろう」 

私 は 寸時 まえの 拍手と ざわめきと を あたかも 夢の よ 

うに 思い浮かべた。 それ は 私の 耳に も 目に もま だはつ 

きリ 残って いた。 あんなに ざわめい ていた 人び とが 今 

の - J の 静けさ —— 私に は それが 不思議な 不思議な - J と 

に 思えた。 そして 人び と は 誰 一人 それ を 疑おうと もせ 

ず ひたむきに 音楽 を 追ってい る。 言いよう もない はか 

なさが 私の 胸に 沁みて 来た。 私は涯 もない 孤独 を 思い 

浮かべて いた。 音楽会 —— 音楽会 を 包んで いる 大きな 

こがらし 

都会 —— 世界。 …… 小曲 は 終わった。 木枯 のよう な 音 
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